


若者の圧倒的な支持を受け、そのキャラク

ターに絶大な共感を呼んでいるビートたけし

が、自ら初めてメガホンを取り、彼の魅力を

ふんだんに見せるハードボイルド・ドラマ

「その男、凶暴につき」一一。

かつてのホ過激性、を売りものにしたタレ

ン卜たちが優等生化してしまった今でも、依

然としてアブナイ存在である彼が、あえてホ凶

暴性、をテーマとした作品を撮ることについ

て、彼はこう言う。

一一本物の暴力の怖さっていうのは、拳銃'

ぶっ放してドンパチすることじゃない。テー

ブルの上の食器を投げ合うような、日常的に

内在するところにあるはずなんだ--。

口で官央画化するフィ jレム・メーカーとして高

い評価を受けている。

胸]本は「マリリンに逢いたいjrラッフルズ

ホテル」の野沢尚があた L人人間の本質的な

性を強烈にえぐり出すことに成功した。

また音楽はエリック・サティの曲が使われ、

画面の激しさとは裏腹な透明感に満ちたメロ

ディが、ビートたけし演じる我妻の孤独感を

際立たせている。

暴力の崖っぷちに

愛が突っ立っている-

見せかけの派手さだけで暴力性を表現する

ことが普通になっている今にあって、本物の

暴力のリアリティが映画というメディアでど

う描かれるか、彼がTV でみせるキャラクタ

ーとはまた別の、ハードな生き様を選んだ男

を演じる彼の魅力がどう浮かび、あがってくる

か、大いに注目されるところだ。

〈戦メリ〉での演技、ラジオのもつ臨場感を

強烈に際立たせる話術、テレビでみせる即興

性、メディアの特性を否定することから始ま

る彼の持つ破壊力は、今回の監督業でも健在

だ。例えばキャス卜はすべてオーディション

によって選ばれており、あえて晴らし L、人は

外されていった。彼のキャステイング・セン

スは、登場人物達のヒ。ユアな演技で言正明され

ることだろう。映画のフレームを超えたところ

にも、彼の映画づくりの姿勢力ヨ見れそうだ。

製作は「ノ\チ公物語j r226j 等で、日本映画

界に新たな活路を開いた俊英、奥山和由。そ

のプロデユースぶりは他に類をみず、現代社

会において埋没しがちなテーマを車牒庁な切り
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内なる凶暴な声に自ら恐れつつも、突き進

む一人の刑事。旭織を嫌い、来E織からは疎ま

れる一匹狼には、その無垢な衰情とは裏腹に、

いつもかすかな血の匂いが漂うのだった・

人工的な美しさを夜の海面に写し出すウォ

ーターフロント。その美しさとは相反するよ

うに、倉庫の裏では淀んだ閣の中に浮浪者を

影のように浮かび上がらせる。その浮浪者を

とり囲む数人の少年たち。彼らはやがて木万

や鉄パイフを振りおろす・・…・。そして少年た

ちをみつめる一人の男・・・・・・。

その男、我義号、介、 39歳。職業、刑事。男

は、主犯格の少年のあとをつけ自宅に押し入

り、欧る蹴るの暴行を働いたのち、少年を無

理矢理自首させる。すべてにおいてそんな調

子の我妻は、署内でも異端視される存在だっ
シンジケート

た。やがて麻薬犯罪来E織によってヲ|き起され

た一つの些細な事件一一。男はそこで友人を、

そして最愛の妹を失う。行き場のない男の愛

は、奔流のような怒りとなって巨大な来E織に

ぶつかっていくのだった・・・・・・。
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